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近畿農政局地方参事官室（京都府担当）からのメール情報 第 253 号 

2026.8.10 

 

各  位 

 

近畿農政局地方参事官室（京都府担当） 

  

 時下益々ご清栄のことと存じます。 

 日頃より地域農政の推進に格段のご理解とご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 農政に関するメール情報を以下のとおり配信いたします。 

 皆様の地域の農業を元気にする取組に、少しでもお役に立てば幸いに存じます。 

 

～～今回お知らせする情報～～ 

 

① AI×「農山漁村」インパクト創出ソリューション実装プログラムを開始します！ 
② 食文化の海外展開・インバウンド拡大に取り組む外食事業者及び地方公共団体を募集・支援
します 
③ 令和 8 年度国内肥料資源の利用拡大に向けたシンポジウム in 近畿の開催について 
④ フードバンクへの政府備蓄米の交付について 
⑤ 最近の各種統計情報の公表について（前回お知らせ分の再掲） 
⑥ 各種報道発表等（前回分から追記あり） 
⑦ お知らせ済みの説明会・募集中の取組案内（前回お知らせ分の再掲） 
 

☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐ 

 

① AI×「農山漁村」インパクト創出ソリューション実装プログラムを開始します！ 

 

農林水産省は、令和 8年 7月 27 日（月曜日）から 8月 28 日（金曜日）までの期間、AIを活用

して農山漁村の課題解決を図り、社会や環境に対するインパクトを創出し得る取組を「AI×「農

山漁村」インパクト創出ソリューション」として募集します。 

選定した取組については、 

・農業関連企業、農山漁村の活性化に取り組む企業等の関係企業との連携支援 

・地域金融機関の伴走支援等を通じた農家・自治体等とのマッチング支援 

・現場実装に係る人件費等の支援 

を通じて、現場への実装を図ります。 

 詳細につきましては、表題のリンク先もしくは次のリンク先をご覧ください。 

 AI×「農山漁村」インパクト創出ソリューション実装プログラム 

 

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/nousei/260727.html
https://www.maff.go.jp/j/nousin/kanmin_kyousou/matchmaking/ai_solution.html


- 2 - 

 

【お問合せ先】 

農林水産省農村振興局農村政策部農村計画課農村活性化推進室 

担当者：企画班 

ダイヤルイン：03-6744-2141 

 

② 食文化の海外展開・インバウンド拡大に取り組む外食事業者及び地方公共団体を募集・支援

します 
 
 日本の外食事業者の海外店舗の拡大は、外食産業の発展のみならず、日本産農林水産物・食品の

輸出をけん引し、その需要を高めています。また、世界に向けて発信力を持つ食に特化した地域

づくりは、インバウンド消費を拡大し、持続的な地域経済の成長や雇用機会の創出につながる可

能性を秘めています。 
さらなる拡大を進めるため、海外店舗の大幅な拡大を目指す外食事業者及び世界に向けて発信力

を持つ食に特化した地域づくりを目指す地方公共団体を募集します。 
 
募集期間 
＜海外展開拡大チーム＞ 
2026 年 8 月 3 日（月曜日）～8 月 21 日（金曜日）  
＜インバウンド拡大チーム＞ 
第 1 期：2026 年 8 月 3 日（月曜日）～9 月 11 日（金曜日） 
第 2 期：2026 年 9 月 24 日（木曜日）～10 月 30 日（金曜日） 
 
詳細については、表題のリンク先をご覧ください。 
 
【お問合せ先】 
＜海外展開拡大チーム＞ 
農林水産省 輸出・国際局海外需要開拓グループ 
担当者：海外展開班 
ダイヤルイン：03-3502-8478 
 
＜インバウンド拡大チーム＞ 
農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部外食・食文化課 
担当者：SAVOR JAPAN 担当 
ダイヤルイン：03-6744-2012 
 
③ 令和 8 年度国内肥料資源の利用拡大に向けたシンポジウム in 近畿の開催について 
 

肥料を生産現場に安定的に供給し、農業生産にかかる経営コストの安定化を図るためには、海

https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/kikaku/260731.html
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/kikaku/260731.html
https://www.maff.go.jp/kinki/press/kankyo/260803.html
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外からの輸入原料に依存した肥料から、堆肥や下水汚泥資源等の国内資源を活用した肥料への転

換を進め、肥料製造事業者、肥料供給事業者、肥料利用者が連携して、これらの肥料やその原料

の供給又は利用を拡大していくため、近畿農政局では「国内肥料資源の利用拡大に向けたシンポ

ジウム in近畿」を開催し、情報交換や連携づくりの場を提供します。 

 

開催日時： 令和 8年 9月 11 日（金曜日）13 時 00 分～15時 30 分 

開催場所：エル・おおさか 南ホール(大阪市中央区石町 2丁目 5-3） 

 対象者：肥料原料供給事業者、肥料製造事業者、肥料販売事業者、肥料利用者、行政機関、試験

研究機関、その他関係機関等 

 

 詳細につきましては、表題のリンク先もしくは次のリンク先をご覧ください。 

 国内肥料資源の利用拡大に向けたシンポジウム in 近畿｜マイナビ農業 

 

【お問合せ先】 

近畿農政局生産部環境・技術課 

ダイヤルイン：075-414-9722 

 

④ フードバンクへの政府備蓄米の無償交付(PDF) 
 

農林水産省では、ごはん食の推進の食育活動を支援するフードバンクに政府備蓄米の無償交付

を行っております。この度、食育活動を支援するフードバンクに対し支援を行います。 

受付期間：令和８年８月３日（月曜日）～令和８年８月 21日（金曜日） 

対象者の要件、申込方法等の詳細については、表題のリンク先もしくは次のリンク先をご覧く

ださい。 

フードバンクへの政府備蓄米の交付について 

 

【お問合せ先】 

農林水産省農産局穀物課米麦消費拡大推進室 

担当者：穀物安定供給対策班 

ダイヤルイン：03-6744-2184 

 

⑤ 最近の各種統計情報の公表について 

【年計調査】 

・7月 31 日 令和 7年農業物価指数-令和 2年基準- 

・7 月 28 日 畜産統計（令和 8年 2月 1日現在） 

・7月 28 日 令和 7年漁業構造動態調査結果（令和 7年 11月 1日現在） 

・7月 28 日 令和 8年産水稲の西南暖地における早期栽培等の 10a 当たり収量の前年比見込み及

び平均比見込み（7月 15日現在） 

・7月 27 日 令和 7年 生産者の米穀在庫等調査結果 

https://agri.mynavi.jp/hiryo-forum/kinki/
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/attach/pdf/foodbank_bitiku_kouhu-33.pdf
https://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/foodbank_bitiku_kouhu.html
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・7 月 24 日 令和 6 年市町村別農業産出額（推計）（農林業センサス結果等を活用した市町村別

農業産出額の推計結果） 

 統計情報：農林水産省 

 近畿管内の統計情報については、以下のリンク先をご覧願います。 

 統計情報：近畿農政局 

 

⑥ 各種報道発表等 

・8月 4 日「2026 年 1-6 月（上半期）の農林水産物・食品の輸出実績」について：農林水産省 

・7月 31 日 野菜の生育状況及び価格見通し（令和 8 年 8 月）について：農林水産省 

・7月 28 日 令和 8 年 6 月の米穀流通の動向（集荷、販売、民間在庫）：農林水産省 
・7月 28 日 水田における作付意向について（令和 8 年産第 3 回中間的取組状況（6 月末時点）） 

・7月 24 日「食料・農林水産業の国際標準戦略」を策定しました：農林水産省 

・7月 23 日「令和 8 年度病害虫発生予報第 5 号（水稲特集）」の発表について：農林水産省 

 
⑦ お知らせ済みの説明会・募集中の取組案内 
・ 8 月 17 日まで 令和８年度国内肥料資源利用拡大アワード対象者募集中 
・ 8 月 17 日まで 8 月 31 開催「野菜の日シンポジウム」申込期限 

・ 8 月 24 日まで 農福連携に取り組む優れた事例を表彰「ノウフク・アワード 2026」募集中 
・ 8 月 28 日まで 森業アワード創設！7 月 7 日から募集中 
・ 8 月 31 日まで 「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」募集中 

・ 8 月 31 日まで 第 11 回食育活動表彰の取組を募集中 
・ 8 月 31 日まで 令和 8年度熱中症等対策声かけ隊を募集中 
・10 月 30 日まで 「食と農をつなぐ朝丼コンテスト 2026」に係るレシピを募集します 
・11 月 30 日まで デジタルスタンプラリー「全国棚田行脚！キャンペーン」 
 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

※当メール情報についてのご意見・ご感想や「こんな情報を送ってほしい」などのご要望がござ

いましたら、以下の地方参事官ホットラインまでお気軽にお寄せください。 

  メール情報の配信停止・配信先変更ご希望の方は、その旨を記載し、このメールに返信願いま

す。 

 

農林水産省近畿農政局地方参事官室（京都府担当） 

 地方参事官ホットライン 

 

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町 

電話:075-414-9015      

 メールアドレス：kinki_sanjikan_kyoto@maff.go.jp 

☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐☐ 

 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/index.html
https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/index.html#new
https://www.maff.go.jp/j/press/yusyutu_kokusai/kikaku/260804.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/engei/260731.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/kikaku/260728.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/s_taisaku/260728.html
https://www.maff.go.jp/j/press/shokuhin/ninsyo/260724.html
https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/syokubo/260723.html
https://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_hiryo/kokunaishigen/zennkokusuishin.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/ryutu/260717_1.html
https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/nousonshinkou/260615_1.html
https://www.rinya.maff.go.jp/j/press/sin_riyou/260707.html
https://www.maff.go.jp/kinki/press/keikaku/nousonshinkou/260615.html
https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/hyoji/260601.html
https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/sizai/260615.html
https://www.maff.go.jp/kinki/press/syouhi/seikatu/260529.html
https://www.maff.go.jp/j/nousin/tanada/angya.html

